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ユーロ圏金融政策（2022年9月）
ユーロ発足来最大となる0.75％ポイントの利上げ

2022年9月9日

インフレ目標の達成には程遠く、何回かの追加利上げが必要

ECB（欧州中央銀行）は8日の理事会で、市場予想通り0.75％ポイントの利上げを全会一致で決定し、

主要リファイナンス金利（銀行がECBから1週間資金を借りる際の金利）を1.25%、中銀預金金利（銀行

がECBに資金を預け入れる際の金利）を0.75％としました。利上げ幅は前回7月の0.5％ポイントを上回り、

1999年のユーロ発足来最大で、米国連邦準備制度理事会の直近2会合（6、7月）の利上げ幅と同等です。

利上げ幅拡大の最大の理由は天然ガス価格の高騰を主因とするインフレ率の顕著な上振れです。8月の

消費者物価指数は総合で前年同月比9.1％、食品・エネルギー等を除くコアで同4.3％と、何れも、ECBの

目標値である2％を大幅に上回っています。ECBは四半期毎に公表している経済見通しで、2022、2023、

2024年のインフレ率をそれぞれ8.1%、5.5％、2.3％と、前回6月時点のそれぞれ6.8％、3.5％、2.1％

から大幅に上方修正しました。一方、利上げや物価高騰等を要因に実質GDP成長率は2022年の10-12月期

と2023年の1-3月期に停滞するとし、2023年の見通しを2.1％から0.9％へ大幅に下方修正しています。

供給側の要因を主とする物価高騰ですが、ECBの責務である2％のインフレ目標の達成には程遠く、イ

ンフレ期待の上振れを阻止すべく、ECBは当面の景気を犠牲にしてでも利上げを継続する方針です。会合

毎にデータに基づいて決定するとしながらも、何回かの追加利上げが必要とラガルド総裁は明言し、断固

たる引き締め姿勢を示しました。ECB理事会後にドイツの長期金利は大幅に上昇しています。

（出所）ブルームバーグ

※中銀預金金利は決定日ベース、

（2020年初～2022年9月8日）

ユーロ圏の金利と為替ユーロ圏の消費者物価指数

（出所）リフィニティブ

※コアは食品・エネルギー・アルコール・タバコを除く系列

（2000年1月～2022年8月）（前年同月比、％） （％） （米ドル／ユーロ）
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